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序章 ： 後白河院
場面替 1 ◉ 法然上人絵伝　巻十 四十八巻のうち一巻 鎌倉時代　14世紀 京都・知恩院

2 吉記　第二冊（承安四年八月記） 藤原経房 著 五冊のうち一冊 江戸時代後期　19世紀写 東京大学総合図書館

3 梁塵秘抄口伝集　巻十 後白河天皇 著
庭田重資 写 一冊 康暦元年（1379）写 宮内庁書陵部

4 管絃したたむる事 藤原孝道 編
小川則光 写 一冊 元禄8年（1695）写 宮内庁書陵部

5 ◎ 経光卿記　天福元年五月記 藤原経光 筆 四十二巻のうち一巻 天福元年（1233） 国立歴史民俗博物館

6 年中行事絵巻　巻十五 伝 田中親美 模 十八巻のうち一巻 明治時代　20世紀写 京都市立芸術大学芸術資料館

場面替 7 伴大納言絵巻　巻上　〔複製〕 三巻のうち一巻 原本：平安時代　12世紀 出光美術館

8 ◎ 病草紙断簡　不眠の女 一幅 平安時代　12世紀 サントリー美術館

9 ◎ 病草紙断簡　尻の穴のない男 一幅 平安時代　12世紀 九州国立博物館

10 ◎ 病草紙断簡　頭のあがらない乞食法師 一幅 平安時代　12世紀 九州国立博物館

11 病草紙断簡　居眠りの男 一幅 平安時代　12世紀 個人蔵

12 ◎ 病草紙断簡　顔にあざのある女 一面 平安時代　12世紀 九州国立博物館

13 ◎ 病草紙断簡　侏儒 一幅 平安時代　12世紀 九州国立博物館

14 玉葉　第四十八（建久三年記） 藤原兼実 著 五十冊のうち一冊 鎌倉時代前期　13世紀写 宮内庁書陵部

15 ◎ 白描絵料紙金光明経　巻二断簡（目無経） 一巻 平安時代　12世紀 公益財団法人阪急文化財団
逸翁美術館

16 ◎ 後三年合戦絵巻　巻中 飛騨守惟久 画 三巻のうち一巻 貞和3年（1347） 東京国立博物館

17 ◎ 狭衣物語絵巻断簡 一幅 鎌倉時代　14世紀 東京国立博物館

18 ◎ 狭衣物語絵巻断簡 一幅 鎌倉時代　14世紀 東京国立博物館

【コラム】 京文化マニア源実朝と絵巻

19 東鑑　巻十九（承元二年～五年記）・巻二十（建暦二年記） 五十二冊のうち二冊 文禄5年～慶長年間
（1596 ～ 1615）頃写 明治大学図書館

20 ◎ 前九年合戦絵巻断簡 一幅 鎌倉時代　13世紀 五島美術館

21 九相図 一巻 鎌倉時代　14世紀 九州国立博物館

22 九相図巻 一巻 江戸時代　17世紀写 個人蔵

 展示替リスト
2017年3月29日（水）〜5月14日（日）

　　　　   = 展示期間◉＝国宝　◎＝重要文化財　□＝県指定文化財　　
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第１章 ： 花園院
23 花園院宸記　正和二年春夏記 花園天皇 筆 三十七巻のうち一巻 正和2年（1313） 宮内庁書陵部

場面替 24 春日権現験記絵　巻九 詞　鷹司基忠 筆
絵　高階隆兼 画 二十巻のうち一巻 延慶2年（1309）頃 宮内庁三の丸尚蔵館

場面替 25 ◎ 石山寺縁起絵巻　巻一 詞　杲守 筆 七巻のうち一巻
絵　鎌倉時代　正中年間（1324
～ 26）頃
詞　南北朝時代　14世紀後半

滋賀・石山寺

場面替 26 ◎ 駒競行幸絵巻 一巻 鎌倉時代　14世紀 和泉市久保惣記念美術館

巻上 巻下 27 ◎ 矢田地蔵縁起絵巻 二巻 鎌倉時代　14世紀 京都・矢田寺

28 絵師草紙 一巻 鎌倉時代　14世紀 宮内庁三の丸尚蔵館

29 管見記　巻五　紙背文書　 一〇五巻のうち一巻 南北朝時代　14世紀 宮内庁書陵部

30 ◎ 後常瑜伽院御日次記抜書　上（応永四年～二十五年記） 永助法親王 著
守鑁 抜写 二巻のうち一巻 文明13年（1481）写 京都・総本山　仁和寺

31 後常瑜伽院御室御日次記　乾（応永四年～二十五年記） 永助法親王 著 二冊のうち一冊 文政2年（1819）写 京都・総本山　仁和寺

第２章 ： 後崇光院・後花園院 父子

32 看聞日記　巻三十六（嘉吉元年四月～六月記）　〔複製〕 原本：伏見宮貞成親王 筆 四十三巻のうち一巻 原本：嘉吉元年（1441） 明治大学図書館
原本：宮内庁

巻三 巻四 33 彦火々出見尊絵巻　巻三・巻四 六巻のうち二巻 江戸時代　17世紀写 宮内庁三の丸尚蔵館

34 後花園院御文類　巻三 後花園天皇 筆／
端裏書　伏見宮貞成親王 筆 五巻のうち一巻 永享7年（1435） 宮内庁書陵部

巻四 巻八 35 ◉ 玄奘三蔵絵　巻四・巻八 十二巻のうち二巻 鎌倉時代　14世紀 藤田美術館

場面替 36 ◎ 融通念仏勧進帳 後花園天皇 筆 一巻 文安4年（1447） 京都・禅林寺

場面替 37 ◎ 福富草紙 二巻 室町時代　15世紀 京都・春浦院

38 放屁合戦絵巻 一巻 文安6年（1449）写 サントリー美術館

場面替 39 法師物語絵巻 一巻 室町時代　15世紀 個人蔵

場面替 40 天稚彦物語絵巻　巻下 二巻のうち一巻 江戸時代　17世紀写 サントリー美術館

場面替 場面替 41 ◎ 芦引絵　巻四 五巻のうち一巻 室町時代　15世紀 公益財団法人阪急文化財団
逸翁美術館

第３章 ： 三条西実隆
42 ◎ 実隆公記　享禄四年三月～八月記 三条西実隆 筆 一冊 享禄4年（1531） 東京大学史料編纂所

43 ◎ 実隆公記　享禄五年正月～六月記 三条西実隆 筆 一冊 享禄5年（1532） 東京大学史料編纂所

44 三条西実隆像紙形 土佐光信 画 一枚 文亀元年（1501） 東京大学史料編纂所

45 ◎ 逍遥院実隆像 後奈良天皇 賛 一幅 室町時代　16世紀 京都・二尊院

場面替 46 ◎ 石山寺縁起絵巻　巻四 詞　三条西実隆 筆 七巻のうち一巻 明応6年（1497） 滋賀・石山寺

場面替 47 地蔵堂草紙絵巻 一巻 室町時代　15世紀 個人蔵
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巻上 巻中 巻下 48 ◎ 酒伝童子絵巻
詞　近衛尚通・定法寺
公助・青蓮院尊鎮 筆
絵　狩野元信 画

三巻 大永2年（1522） サントリー美術館

場面替 49 ◎ 当麻寺縁起絵巻　巻上
詞　後奈良天皇・青蓮院
尊鎮・梶井宮彦胤 筆
絵　土佐光茂 画

三巻のうち一巻 享禄4年（1531） 奈良・當麻寺

場面替 50-1 ◎ 桑実寺縁起絵巻　巻上
詞　後奈良天皇・青蓮院
尊鎮・三条西実隆 筆
絵　土佐光茂 画

二巻のうち一巻 天文元年（1532） 滋賀・桑實寺

第４章 ： 足利将軍家

場面替 50-2 ◎ 桑実寺縁起絵巻　巻下
詞　後奈良天皇・青蓮院
尊鎮・三条西実隆 筆
絵　土佐光茂 画

二巻のうち一巻 天文元年（1532） 滋賀・桑實寺

場面替 場面替 51 ◎ 誉田宗庿縁起絵巻　巻中 三巻のうち一巻 永享5年（1433） 大阪・誉田八幡宮

52 兼顕卿記　文明十一年四月記 広橋兼顕 筆 七巻のうち一巻 文明11年（1479） 国立歴史民俗博物館

53 親元日記　第一冊（文明十三年記） 蜷川親元 著 三冊のうち一冊 江戸時代　18 ～ 19世紀写 宮内庁書陵部

場面替 54 禁裡御蔵書目録　下冊 二冊のうち一冊 万治4年（1661）写 大東急記念文庫

場面替 55 硯破草紙絵巻 一巻 明応4年（1495） 細見美術館

巻二 巻三 56 □ 長谷寺縁起絵巻　巻二・巻三 詞　近衛尚通 筆
絵　土佐光茂 画 六巻のうち二巻 室町時代　16世紀 奈良・長谷寺

【コラム】 珍重されつづけた蓮華王院の宝物 ： 土佐日記を例に

57 土佐日記（定家本） 紀貫之 著 一冊 江戸時代　17世紀写
文暦2年（1235）本奥書 国立歴史民俗博物館

58 土左日記（為家本） 紀貫之 著 一冊 江戸時代　17 ～ 18世紀写
嘉禎2年（1236）本奥書 東海大学付属図書館

59 砂巌　第六 柳原紀光 編 八冊のうち一冊 寛政8年（1796）写 宮内庁書陵部

60 和歌深秘抄 尭憲 著 一冊 江戸時代　19世紀写 宮内庁書陵部

終章 ： 松平定信
61 寺社宝物展閲目録 柴野栗山・住吉広行 編 五巻一冊 江戸時代　19世紀写 東海大学付属図書館

場面替 62 ◉ 法然上人絵伝　巻三十四 四十八巻のうち一巻 鎌倉時代　14世紀 京都・知恩院

63 古画類聚　肖像人物服章　七 松平定信 編 三十六巻のうち一巻 江戸時代　18世紀末～ 19世
紀初 東京国立博物館

64 古画類聚　兵器　三十一 松平定信 編 三十六巻のうち一巻 江戸時代　18世紀末～ 19世
紀初 東京国立博物館

65 蒙古襲来絵詞　後巻 二巻のうち一巻 鎌倉時代　13世紀 宮内庁三の丸尚蔵館

場面替 66 春日権現絵巻　巻一 二十巻・添詞書一巻の
うち一巻 文政2年（1819）写 公益財団法人阪急文化財団

逸翁美術館

巻一
67 石山寺縁起絵巻　巻一・巻四 谷文晁 模 七巻のうち二巻 江戸時代　19世紀写 サントリー美術館

巻四 場面替
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